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2019年2月期 第1四半期 
決算短信補足説明資料 

（2018年7月11日） 
 
 

イノベーションとコミュニケーションで社会の豊かさを支える 

 

株式会社ベルシステム24ホールディングス 
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2019年2月期 第1四半期 決算サマリー 

連結業績 

売上収益 302億円 

営業利益 28億円 

17億円 

前年同期比 

前年同期比 

前年同期比 

  5.6% 

23.8% 

38.9% 
親会社の所有者に 

帰属する四半期利益 

 ＋ 

 ＋ 

 ＋ 

売上収益は、継続業務の着実な伸長によって、前年同期比増加。 
収益性改善の効果加わり、各段階利益とも大幅増に。 

継続業務は着実に伸長 

利益率改善(人件費上昇も、収益性改善によりカバー) 
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対前年

同期増減額

同左

増減率

売上収益 28,561        30,154        ＋1,593 +5.6% 124,700 24.2%

CRM事業 26,820        28,464        ＋1,644 +6.1% － －

継続業務 ≪既存業務≫+≪新規業務等≫ 20,732        22,882        ＋2,150 +10.4% － －

≪既存（旧BBコール）≫ 3,912          3,649          △ 263 △6.7% － －

スポット業務 2,176          1,933          △ 243 △11.2% － －

その他 1,741          1,690          △ 51 △2.9% － －

営業利益 2,251          2,787          ＋536 +23.8% 10,300 27.1%

CRM事業 2,082          2,723          ＋642 +30.8% － －

その他 169             64               △105 △62.3% － －

親会社の所有者に帰属する四半期利益 1,220          1,694          ＋474 +38.9% 6,190 27.4%

2018年2月期

1Q

2019年2月期

1Q
通期見通し 進捗率

2019年2月期 第1四半期 決算概要 

（百万円） 

営業利益・親会社の所有者に帰属する四半期利益は、通期見通しを 
上回るペースの進捗。 
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2,293  
1,996  

1,765  
2,118  2,251  2,136  

2,694  
2,238  

2,787  

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q

単四半期毎の売上収益、営業利益の推移 

売上収益 

2018年2月期 2017年2月期 2019年2月期 

営業利益 
営業利益率 

7.6％ 6.5％ 7.3％ 8.6％ 

26,779  

27,487  

26,956  

27,694  

28,561  28,584  

29,476  
28,997  

30,154  

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q

（百万円） 

7.9％ 

2018年2月期 2017年2月期 2019年2月期 

（百万円） 

7.5％ 9.1％ 7.7％ 

2019年2月期 第1四半期は、売上収益・営業利益・営業利益率ともに、
上場後最も高い水準に(単四半期ベース)。 

9.2％ 
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2019年2月期 第1四半期 売上収益（vs前年同期） 

＋21.5 

△2.6 

2019年2月期
第1四半期 
売上収益 

《既存業務》 ＋
《新規業務等》 

2018年2月期
第1四半期 
売上収益 

《既存（旧BB 
  コール）業務》 

△2.4 

スポット業務 

△0.5 

その他 

285.6 

301.5 

既存業務＋新規業務の増加により売上収益は増加。昨年度獲得した  
新規案件が牽引。 

(億円) 
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(億円) 

2019年2月期 第1四半期 営業利益（vs前年同期） 

価格適正化、業務効率化による収益性改善を主因に前年同期比増益。  
単四半期ベースでは上場後の最高益に。 

＋2.8 

＋5.5 

調整項目等 
一時費用の

減少 

22.5 
0.0 

△0.2 

2018年2月期
第1四半期 
営業利益 

増収効果 収益性改善等 

△1.8 

人件費の影響 人材・新領域
への投資、及
び先行投資 

△0.8 

その他の影響 2019年2月期
第1四半期 
営業利益 

27.9 
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キャッシュ・フロー／財政状態 

© 2018 BELLSYSTEM24 Holdings, Inc. 

2018年2月末 2018年5月末 増減 

総資産 142,437 143,459 ＋1,022 

のれん  97,642 97,642 ±0 

ネット有利子負債 71,088 69,674 △1,414 

親会社の所有者に帰属する持分 43,479 43,848 ＋369 

資本比率 30.5％ 30.6％ 0.1pt 上昇 

NET DER 1.63倍 1.59倍 0.04 改善 

財政状態 

2018年2月期 
1Q実績（累計） 

2019年2月期 
1Q実績（累計） 

営業活動によるキャッシュ・フロー 588  3,570 

投資活動によるキャッシュ・フロー ▲1,266 ▲725 

(フリー・キャッシュ・フロー) (▲678) (2,845) 

財務活動によるキャッシュ・フロー 2,009 ▲1,927 

キャッシュ・フロー  （百万円） 

ROE 13.4% － － 

（百万円） 
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6,651 

6,901  

4,437 4,642  

5,029 4,864  

2,611 
3,625  

1,496 

1,474  500 

581  759 

692  

2018/02期 1Q 2019/02期 1Q 

本中期経営計画の位置付け 2019年2月期 第1四半期 業種別売上（vs前年同期） 

金融 

流通 
（小売・卸売） 

放送・出版・
情報サービス 

運輸・通信 

製造 
電気・ガス 
・水道等 

その他 

※当社CRM事業の売上収益上位300社 
（旧BBコールを除く）を対象としております 

2018年2月期 
1Q 

2019年2月期 
1Q 

業種別売上収益※の推移（旧BBコール分を除く） 
（2018年2月期 1Q vs 2019年2月期 1Q） 

103.8% 

104.6% 

96.7% 

138.8% 

98.6% 
116.1% 

91.2% 

運輸・通信において、売上収益が大幅に増加。 

（百万円） 
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1,089 

売上収益 

2017年2月期 2018年2月期 2019年2月期 2020年2月期 

1,089 1,310（計画） 

（億円） 

82 115（計画） 

1,156 

1,156 

93 103（計画） 

1,247（計画） 

1,247 
（計画） 

1,310 
（計画） 

中期経営計画 

営業利益 

営業利益率 7.5% 8.1% 8.3%（計画） 8.8%（計画） 

■中期経営計画の進捗 

ROE 11.0% 13.4 % 13.7% (計画) 14.3%（計画） 

NET DER 1.2倍（計画） 1.80倍 1.63倍 1.46倍 (計画) 

中期経営計画 
初年度 中期経営計画 

2年目 

中期経営計画 
最終年度 

中期経営計画対象期間 
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2019年2月期 第1四半期 トピックス 

福岡に企業内保育所 
   『ベルキッズ てんじん保育園』を開設 

3.人材マネジメントの高度化 

2.新領域での拡大 

首都圏7拠点目の 
  新たなセンターを東京 池袋に開設 

凸版印刷と 
 デジタルカスタマーサービス強化に着手 

1. 従来ビジネスの拡大 

『新人事制度』 
    のフィジビリティスタディを開始 

2017年5月23日発表 中期経営計画より 
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1.従来ビジネスの拡大 

伊藤忠シナジーによる売上収益は前年同期比17%増加 

【伊藤忠シナジーの推移】 

インバウンド需要に対応し、多
言語対応に特化した首都圏7拠点
目のセンターを東京 池袋に開設 

東京オリンピック等により、拡大が見込ま

れるインバウンド需要に対応し、英語、中

国語、韓国語を主とした多言語に特化した

センターを開設。在日外国人を採用し、入

社前に一定の日本語スキルを習得できる育

成スキームも導入。 
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2.新領域での拡大 

凸版印刷と共同で、電話、eメール、SNS、実店舗等で得られる「消費者の声」を統

合解析し、最適なコミュニケーションを設計・提供する「デジタルカスタマーサービ

ス」の開発に着手 

デジタルカスタマーサービスの共同開発

に着手し、2018年10月の提供開始を予

定。共同開発に向け、両社の専門部門に

よる横断的なプロジェクトチームを

2018年6月に新たに編成。 

また、2018年7月には、更なる事業シ

ナジーの追求を目的とし、従来、凸版印

刷とのアライアンスにおけるプロジェク

トチームであった組織を、正式に「凸版

アライアンス推進局」として新設。 
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3.人材マネジメントの高度化 

新たな職位の創設、新たなキャリアパスの創設、新たな評価

及び報酬の支給等を含む『新人事制度』の12月開始に向け、

6拠点／14の業務において、フィジビリティスタディ開始 

従業員が「やりがい」「楽しみ」を感じ長期に亘り就業できる環境を実現すべ

く、『新人事制度』のフィジビリティスタディを全国の主要拠点において4月

より実施。 

100業務、300名を対象にした 
ヒアリング結果のワード頻出度のマップ 

仕事の中で嬉しい、 
やる気の出る場面 

仕事をする上で 
重視することは？ 

     優秀な社員に長く働いてもらうための 

   「新たな職位」の創設 

新人事制度の3つの柱 

① 

     多様なキャリアアップの実現のための 

   「スペシャリストコース」の新設 ② 

     頑張りや貢献度が多面的に評価・反映される 

   「新たな評価・報酬制度」の導入 ③ 

福岡に企業内保育

所ベルキッズ てん

じん保育園を開設 

産休・育休明けの従業員の復職や

育児と仕事の両立の支援を目的に

全ての従業員が利用できる企業内

保育所『ベルキッズ てんじん保育

園』を、福岡のソリューションセ

ンター内に開設。昨年開設の沖縄

に続く２つめの企業内保育所。 
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その他の取組み 

大妻女子大学「キャリア心理学セミナー」
に、『技術企業人から学ぶキャリア』と題
し、ビジネスマナー、コミュニケーション
スキルの向上を支援する講演を実施 

企業理念である「イノベーションとコミュニケーション

で社会の豊かさを支える」の具体的な取り組みとして、

30余年のコンタクトセンター事業で培った「コミュニケ

ーション」や「想いの伝え方」といった様々な知見を盛

り込んだ講演を実施。 

女性活躍推進法に基づく「えるぼし」の
最高位に認定 

「女性活躍推進法」に基づき行動計画を作成している

企業のうち、実施状況が優良な企業を厚生労働大臣が

認定する制度「えるぼし」の最高位に認定。2020年

までに女性管理職比率20％を目標としたプロジェク

ト「202020」を2016年に発足し、女性が活躍でき

る企業文化の醸成を推進。 

女性活躍推進法に 
基づく認定マーク 

「えるぼし」 
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その他の取組み 

■「広島県仕事と家庭の両立支援企業」へ登録 

■「大阪府男女いきいき・元気宣言事業者」へ登録 

広島県において、労働者の仕事と子育ての両立や地域における子

育て、介護等の支援に取り組む企業等を対象とする「広島県仕事

と家庭の両立支援企業」へ登録。 

また、大阪府では、職場における男女共同参画の取り組みを進め

男女がいきいき働く元気な企業を対象とする「大阪府男女いきい

き・元気宣言事業者」へ登録。 

「大阪府男女いきいき・元気宣言事業者」マーク 

「広島県仕事と家庭の両立支援企業」マーク 
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我々の使命 

我々の行動理念 

イノベーションとコミュニケーションで 
社会の豊かさを支える 

企業理念 

我々は一人ひとりが常に新たな挑戦を続け、 

楽しく、安心して働ける、人に優しい職場（コミュニティー）を作ります。 

我々は企業としての社会的責任を果たし、 

持続的で健全な成長を目指します。 

我々がつくり出した価値を社会に還元し、 

美しい未来づくりに貢献します。 
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本説明および参考資料の内容には、将来の当社業績に関す

る見通しが含まれていますが、これらは現在入手可能な情

報から得られた当社の判断にもとづくものであり、その実

現には潜在的リスクや不確実性を含んでいます。実際の業

績は、これら業績に関する見通しとは大きく異なる結果と

なる可能性があることをご承知おきください。 

© 2017 BELLSYSTEM24 Holdings, Inc. 

ご注意 


